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研究成果の概要（和文）：研究メンバーである藤井は空間と身体性、アルゴリズミック デザインの側から、古
川は音楽の知識表現、自動作曲の側から、小林はモデル制作を通してこの研究を推し進め、自動作曲のための自
ら開発したGestaltEditorという音楽認知も含めた音楽生成のためのプログラミング環境を音楽生成と同時に空
間構造の生成する機能を加える作業をおこなった。2017年末には一連のパフォーマンス（東京都現代美術館、沖
縄大学院大学、東京芸術大学など）を行い研究成果を公開した。2018年度の年度末（2019年3月）にはこの研究
の第1期のまとめとしてベルギーのゲントにてパフォーマンスと講演をおこない反響を得た。

研究成果の概要（英文）：Each of the research members, Fujii, Furukawa and Kobayashi have approached 
this research, to allow GestaltEditor, a programming environment that we have created for automatic 
composition, to create spatial construction simultaneously with musical construction, from different
 aspects. Fujii, approached this from spatiality, physicality and algorithmic design; Furukawa from 
knowledge representation of music and automatic composition; and Kobayashi using architectural 
models. At the end of 2017, we presented our research outcome as a series of performances in various
 institutions including Museum of Contemporary Art Tokyo, Okinawa Institute of Science and 
Technology Graduate University and Tokyo University of the Arts. Also, we have conducted a 
performance and lecture in Gent, Belgium and have received great response.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
建築空間と音楽表現を同時生成するコンピュータプログラムを使い、建築空間と音楽の認知を結ぶ体験を芸術表
現し、実験システムとしてではなく、美的に高い水準を持った実際のインスタレーション作品とし、一般および
に専門家の人たちに実際に体験してもらったことの意義は大きい。このクロスモダリティーの体験により、建築
空間と音楽の認知の関係だけでなく、モダリティーを超えた、表現の多様さ、それらの研究の方向性、広がりに
寄与できたと思う。本研究の知見を集めた論文化は継続研究において行う。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
古代ギリシアの音楽論、つまり音の振動とその協和関係、共鳴の物理である音程はそれを巡る
宇宙的な思弁の広がりとともに、その数的比例が後の建築論に影響を与えた。これまでに音楽
と建築は構造的に、象徴的に又は文学的に関係付けられ語られてきており、多くの芸術家、文
学者、学者、その他によって「凍れる音楽」（ゲーテのものが有名）に類する、象徴的、文学的
なレベルで音楽と建築に関して語られたが、建築と音楽を関連させた研究は実証性に欠けると
されてきた。実際に音楽と建築を直接に結びつけるよう事例は２０世紀後半におこなわれたコ
ルビジェ／クセナキスによる、ブリュッセルの万国博(1958)のフィリップ館の建築とそのため
に行われた作曲を待たねばならなかった。そこでは建築空間の構成、マテリアルの生成などに
使われた計算過程が直接に音のパラメーターにマッピングされ、楽譜に起こされ、生成のため
のプロセスを共有する建築と音楽が生まれた。しかしこのような方法は誰にも受け継がれず、
発展させられることもなかった。それはこの壮大な試みが非常に特殊な形状の建築を扱い、一
回限りのアートとしてはすばらしいものだが数的に表現可能な構造を直接に音や音のパラメー
ターに結びつけるという方法、及びにその結果には一般性が欠如していたからだと思われる。 
我々の出発点はこのような状況の中、具体的に建築、音楽の関係にブリッジをかけようとする
ものである。 
 
２．研究の目的 
我々の試みはこれらの事情、試みを踏まえつつ、建築、音楽の関係を建築や音楽自身の構造や
素材の問題だけであると考えずに、人間が建築、音楽をどのように体験し、認知するかつまり
（近年大きく進んだ研究領域である認知科学による）認知的視点をくわえ、建築、音楽を構造
と認知のレベルにおいてつなぐ方法を模索するものである。研究は自ら開発した、建築の構成
原理を音楽の構成原理にマッピングし、建築空間と音楽作品を同時生成するコンピュータプロ
グラムを使い、目で見、耳で聴きながら両者をつなぐ認知的仮説を検証していくことによって
進められる。本研究の目的はくりかえされる仮説と実験を通して、建築と音楽はモダリティー
は異なるが、その知覚認知、及びに美的秩序の認知のレベルでの深層構造において共通の基盤
を持つという我々の仮説を具体的にデータおよびに芸術表現として検証し、そして、この試み
の新規性のゆえに必然的に出会うであろうクロスモダリティーの周辺に広がる新たなアスペク
ト掘り起こし、それらに洞察をくわえ、次の研究への突破口としていくことにあった。 
 
３．研究の方法 
研究は我々が開発を続けプロトタイプの段階まで完成した、建築空間と音楽表現を同時生成す
るコンピュータプログラムを使い、建築空間と音楽の認知、体験をつなぐ多次元のマッピング
をインタラクティブに探索することを出発点とするが、まずは基礎的な空間認知、音楽認知の
対応関係からスタートした。そしてそれらの複合形態として、より複雑ではあるがプログラム
として記述可能な近代建築（例えばリートフェルトのシュレーダー邸）や、架空の実験的な建
築空間と、それに対応する音楽表現との比較を行っていく。とはいえ、建築や音楽の認知の関
係性は、単なる建築の空間的認知の要素と音楽の要素の多次元マッピングではなく、おそらく
は一般に"共感覚"とよばれる、脳内における複数の感覚の混線に関連するものであろうとの予
測から、芸術的表現、美的判断の領域へも研究は踏み込んでいく。本研究の範囲内においては
多数の被験者を使うことはおこなわず、研究は一人称研究（実際はグループメンバーによる）
の様相を呈するが、この研究が持つかもしれない多様なアスペクトの掘り起こすため、研究期
間中に芸術的表現としてインスタレーション形式の展示、コンサートもおこない、さまざまな
意見、批評、知見を集め、研究は進められ、最終年度には国際学会にて成果を公開しより広く

知見を集めた。 
 
４．研究成果 
 
１）プロトタイプの段階に
あった建築空間／音楽表
現を発展させプレゼンテ
ーション可能なインスタ
レーションを完成し、公開
プレゼンテーション（コン
サート形式）を 4 回行な
った。 
２）研究開始時点（2017)
において GestaltEditor
が持っていた、主に伝統的 
な柱、壁、床、梁、屋根 

東京藝術大学／陳列館におけるパフォーマンス          などを基本エレメントと
する仕様から、抽象的な形状をもつ現代建築へも対応可能な仕様へと拡張作業を行った。 
３）当初、自動ピアノの実時間制御により音楽生成を行なったが、ベルギーのパフォーマンス



でも用いた最終バージョンでは、それに多チャンネルの電子音響システムが加えられ、建築体
験の空間性への対応へと拡張された。 
４）本研究を通して建築体験において構造、素材、構造認知の向こう側に横たわる人間や文化
のレベルの重要性が明らかになった。（継続研究において行うベルリン・ユダヤ博物館の体験の
音化においては、建築家リベス・キントの構造的意図とその背景にあるユダヤ民族とヨーロッ
パの歴史、文化の関係性をも射程にいれて実施する。） 
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